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本論では超弦理論の D ブレーンや M ブレーンの有効作用が超重力理論の on-shell 作用であることを示す。例えば
Born -Infeld 作用と Wess-Zumino 項で記述される D3 ブレーンの有効作用が非可換超ヤンミルズ理論に双対な超重力
背景解のまわりの on-shell 作用であることを示す。実際には、有効作用が超重力理論のハミルトンヤコビ方程式の解
であることと、その解が D ブレーンやM ブレーンとその near-horizon 極限を再現することを示す。これらの on-shell
作用はさまざまなゲージ/重力対応を調べるのに応用できる。特にゲージ理論のホログラフィック繰り込み群を調べる













力理論側の on-shell 作用はゲージ理論側における相関関数の生成母関数になるはずであり、ここでの結果は AdS/CFT
対応のさまざまなゲージ/重力対応への拡張を確立するための第一歩である。また、本論文の結果を用いて非可換空間
上のヤン・ミルズ理論の量子論的性質が解明されることが期待される。 D ブレーンの有効作用は超弦理論の高次補正
を含んでいるので、本論文の結果は AdS/CFT 対応を弦理論レベルまで拡張していく際の手がかりとなる。博士(理
学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
